
問合先　環境産業部農政室（☎84－5048）

獣害対策
みんなで取り組もう

サル（ニホンザル） イノシシ シカ（ニホンジカ）
野生動物の特徴や基本的な対策など

　近年、自然環境や農業形態の変化などにより、野生
動物による農作物などへの被害、住居地域周辺での出
没が増加しています。被害を少しでもくい止めるため、
一人ひとりの対策と地域ぐるみによる被害防止活動
に、継続的に取り組むことが重要です。

　群れで行動し、何でも食べるため、
農作物全般に被害が発生。高い記憶
力と学習能力があるため、警戒心は
強いが、慣れると人前にも現れ、大
胆な行動をとることもある。

　地域ぐるみでしつこく追い払いを
繰り返すことが大切です。また、サ
ルのエサにならないよう、生ごみや
畑などに取り残した作物を確実に隠
すか処理しましょう。

被害程度（甚大　　 、大きい　　 、軽微　　 、ほとんどない　　 、被害無し・データ無し　　 ）
※被害状況（平成 25 年度）は、平成 26 年度実施の県内各市町の自治会（集落）代表者へ依頼した
　「平成 25 年度獣害アンケート」の結果をもとに作成（引用：三重県農業研究所「獣害対策研究」ホームページ）

　農作物では稲、イモ、キャベツなど
に被害。ミミズを好み、田畑などを
掘り返すこともある。臆病で警戒心
が強く、人前には現れない。助走な
しでも１ｍ以上のジャンプ力があり、
わずか 20cm の隙間をくぐり抜ける。

　草刈りややぶを刈るなど、田畑の
見通しを良くし、けもの道に障害物
を置くなど、イノシシの嫌がる環境
を作りましょう。また防護柵の設置
も有効です。

　水稲、野菜、果樹苗木などに被
害。1.5 ｍ以上のジャンプ力があり、
臆病で人に遭遇すると一目散に逃げ
る。最近、車や列車との接触事故が
多発。

　エサの少ない冬場の青草は、早め
に刈り払いしましょう。防護柵の高
さは２m 以上とし、見通しの良い場
所に設置しましょう。
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獣害対策 ～私たちにできること～

市の獣害対策や補助制度

※三重県農業研究所「獣害対策研究」ホームページでは、獣害対策について詳しく紹介しています。
　URL http://www.mate.pref.mie.lg.jp/marc/jyugai/index.htm

　稲の収穫後の「ヒコバエ」（刈り株からの再生穂）や収穫
されずに放置された野菜・果実などは、野生動物にとって格
好のエサとなります。田はできる限り早く荒起こしをし、収穫
しない野菜などは埋めるなど、野生動物の目に付かないよう
にしましょう。
　また、野生のサルを見かけても、
絶対にエサを与えてはいけません。
餌付けされたサルは人間を見る
と、エサをくれると思うようにな
ります。

　追い払いは一人よりも集団で行う方が効果的です。獣害
対策を地域ぐるみ、もしくは地域の有志の人が集まって行
う場合など、獣害
対策専門の講師を
派遣し、対策の実
演や意見交換を行
います。

　携帯電話やパソコンに、最新の
サルの群れの位置情報を日々配信
しています。情報を入手すること
で事前に被害防除に備えることが
できます（登録は無料）。
▷ 配信を希望する人は、環境産業

部農政室へご連絡ください。

　見通しの悪いやぶや竹林、茂
みや耕作放棄地は、野生動物の
絶好の隠れ場となります。これ
らを伐採・草刈りなどにより、
見通しを良くすることで、人里
に近づきにくくなります。

　田畑や果樹園に柵・ネットなどの囲いを設置しましょ
う。ただ囲うだけでなく、隙間を少なくする、できるだけ
広範囲に設置するなどの
工夫も求められます。
　また、設置後の定期的
な維持管理が、効果を継
続させるポイントになり
ます。

　獣害から田畑の農作物などを守るための防護柵・ネットな
どの設置に係る費用に対して補助を行っています。
▷ 補 助 額（ 平成 27 年度 ） は、

資材購入費の 75％以内（上限
15 万円）
▷ 資材購入前に環境産業部農政

室へご相談ください。

　サルの追い払いに用いるロケット花火とその発射用パ
イプを無料配布しています。
▷配布場所
　・環境産業部農政室
　・関支所（１階）
▷ 使用上の注意事項があり

ます。

　サルを見かけたら、一人でも多くの人で追い払いましょ
う。地域ぐるみによる追い払いではロケット花火などを使
用し、集落から出ていくまで
追い払いを続けましょう。サ
ルは学習能力が高いので「こ
の地域（集落）は怖いところ
だ」と認識させることが重要
です。

　市内でも中山間地域を中心に、サル、イノシシ、シカによる農作物などへの被害が増加しています。被
害の深刻化・広域化を防ぐために、できることから少しずつ対策に取り組みましょう。

　市で行っている獣害対策に関する制度などについて紹介します。獣害対策にお役立てください。

隠れ場をなくす

柵・ネットを正しく設置する

みんなで追い払う（サル）

獣害対策出前講座

サルの群れ位置情報配信サービス

防護柵設置補助

追い払い用ロケット花火の配布

エサを残さない、与えない

特集１  獣害対策
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